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Abstract
　Mt. Yokogura is situated at Ochi, about 30km west of Kochi City;　The ridge running
from east to west consists of Silurian rocks intruded by acidic igneous rocks。and precipices
of these rocks, including limestone, are found in places. This mountain is well known for
its rich flora including a large number of plants originally described from there.　Up to the
present, nevertheless, the vegetaion has not yet been studied satisfactorily｡
　Although secondary forests dominated mainly by Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓi夕'oraoccupy extensive areas.
climax forests still remain on the northern side in upper parts ranging from about 500 to
800m above sea-level. The climatic climax is represented by Ｃｙｄｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ･typeforests,
though geologic and topographic factors result in the occurrence of different forest and scrub
　　「communities｡
　Ｑｕｅｒｃｕｓ(SubgenヽＣｙ　clobalのｉｏｉ＞ｓiｓ）ａｒ.ｕtａ　ｌＳan evergreen oak predominating on gentle
slopes and flat ridges where the soil is derived from non-calcareous rocks. On the contrary,
the　Machilｕｓ ｊａｐｏｎｉｃａcommunity occurs in rather moist places consisting not only of
limestone but　also of other　rocks. The Tor7-りαnucifera community occupies limestone
areas. These communities belong to the Ｃａｉｎｅｌｌｉｅtｅａｉａｐｏｎｉｃａｅcomprising the warm temperate
forests　in Ja皿ｎ.　The deciduous broad-leaved forests often　dominated by　Ａｃｅｒ　ｐａｌｍａtｕｉｎ
are generally found along streams, and their occurrence is not restricted to particular rocks
and soils｡
　Sunny and dry places where parent rocks crop out are occupied by the Ｔｓｕｇａ　ｓieboldii-
ＣｈａｍａｅりＰａｒiｓobtｕｓａcommunity and the　Ｃａｒｐｉｎｕｓtｕｒｃｚａｎｉｎｏ・ａcommunity. The former
occurring on acidic or siliceous rocks is ａ coniferous forest characterized ･by　ericaceous
shrubs, and the latter is a deciduous scrub dominated by Ｃａｒｐｉｎｕｓれぼｃｚａｎｉｎｏｖiiwhich is
generally regarded as ａ calciphilous plant.　０ｎ Mt. Yokogura,　however,　it is noticeable
that the Ｃａｒｐｉｎｕｓ　tｕｒｃｚ・ｌｉｎｏｖｉｉcommunity is found on siliceous rocks as well as on
limestone. These edaphic climaχes are ｅχeluded from the Ｃｅａｎｅｌｌｉｅtｃａｊａｐｏｎｉｃａｅ｡
　As mentioned above, the forest vegetation on Mt. Yokogura includes the climatic climaχ
which　is　the representative　of upper　areas　of　the warm　temperate　region　in southern
Shikoku, and the other edaphic climaxes are also of interest from ａ phytosociological point
of view. Therefore) these residual　forests should be preserved　in ａ natural　condition for
the future.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　横倉山は高知県高岡郡越知町にあり，麓の街なみから望む険しい稜線は東西につらなって，東部
では海抜600 m からしだいに高さをまして，西部では1000 m あまりに達している．登山道として
はこの稜線ぞいと，一度北面にまわる古くからの参道が最もよく利用され，眺望もよく，日帰りの
手ごろな山として親しまれており，現在では県立公仰となっている．
　この山は伝説の山として知られ，安徳天皇御陵参考地かおり，また山中には杉原，御嶽，住吉な
どの神社かおる．一方，複雑な地質構造と豊富な植物相ふ　ごの山をいっそう価値づけるものとし
て，四季を通じて訪れる人が絶えない．山の上部はシルリフ系で石灰岩をは･さみ，また三滝火成岩
類をともない，これらはとくに山の南面で絶壁や断説をつべっているに
　横倉山の海抜500～600 m 以下は，ほとんどアカマツなどを主とした二次林となるか，植林がお
こなわれている．しかし，参道石段から杉原神社および顔安参考地を経て住吉神社にいたり，稜線
ぞいに主稜東部の通称カブト嶽までの北面には，一部を除いて現在もなお，よい天然林が残ってい
る．
　この山は古くからよい採集地として名があり，明治の頃には牧野富太郎，吉永虎馬などによっ
て，数多くの新植物が見出だされており，現在にいたる喀で多数の採集家が入っている．したがっ
て，横倉山をtype locality とするものや，この山斉記念した学名または和名をもつ植物は少なく
ない（奥山　1963).
　このようなところにもかかわらず，植生については近年にいたるまでまったく未調査であり，や
やまとまったものとして山中（1950）の報告かおるにすぎない..この報告では，横倉山の森林をス
ギ林（アオガシとアオ牛の多い林｀），イロハカエデ群落．すカガシ群落，モミ群落，ツガ群落，ツ
ガーヒノキ群落，およびイワシデ屏落に分け，それぞれについて種類組成や生活形などを述べてい
る．ただし，これは謄写印刷で，なかには思いちがいや不用意による誤も見られ，トサシモツケは
イブキシモツケに，キガンピはミヤマガンピに，サラサドウダンはカイナンサラサドウダンに訂正
すべきである．のちに，山中(196いが四国の森林植生をまとめたさいには，この資料の一部を使
い，アカガシ群落とツガ群落はウラジロガシーサカキ群集に，濠ミ群落はモミーシキミ群集に，ツ
ガーヒノキ群落はツガーアセビ群集に入れているごま.穴，石灰岩地の植生は山中・森下(1956)に
より調査され，イワシデ群落のほか，ウラジロガシの多い叢林の組成がしらべられたが，前者は山
中(1965)のイワシデーイワツクバネウツギ群集にま’とめ彦れている．
　このように，横倉山に残る暖温帯上部の気候的極盛相は，いちおうカシ型森林であることが考え
られるが，こうした植生の残存するところは，四国の太平洋側でもけっして多いとはいえず，下部
のシイ型森林と上部のいわゆる中間温帯林との関係を明らかにするためにも貴重な存在である．ま
た，地形および母岩と植生との関係を研究するにもよいところであり，加えてこれらの森林は風致
のうえからも欠くことのできないものである．じかるに，現在までの調査結果はなお不十分であ
り，さらにこれからの開発で場合によっては，森林の乙部が現状を保ち得ないことも憂慮される状
態である．
　そのため，さしあたってさらにくわしい資料を得ておく必要を感じた私は，高知学芸高校教諭羽
方雅彦，高知大学教育学部福井澄夫両氏にとくに援助を願って，昭和4‘2年と43年に６日間にわたる
再調査をおこない，その結果をまとめたのがこの報告である，ここで，両氏にあらためて深い感謝
の意をあらわすしだいである．また，地質学および岩石学的なことについて，いろいろ御教示いた
だいた高知大学助教授鈴木尭士博士に，あつくお礼申しあげたい．
　高知県横倉山の森林一植生　　　　（山中）
-
　　　　調査の場所と方法
11
　対象としては二次林と植林を除き，参道石段から上部の自然林とスギ林を調査したが，その地点
は次のとおりである．　　　　　　　　　　　　　-･
No. 1,
No. 3.
No. 4,
No. 6,
No. 7.
No. 8,
No. 9,
No. 12,
No. 14.
No. 16,
No. 19,
No. 22,
No. 23.
No. 25.
２
5.
18
11
10
13
17.
　　屏風岩付近．
　　馬鹿試し岩下方南面．
　　アセビが森(平)近傍.
　　屏風岩から稜線への途中．
　　屏風岩下方．
　　参道石段ぞい夫婦杉まで．
　　夫婦杉近傍.
15.杉原神社付近．
　　御嶽神社と安徳天皇御陵参考地の中間．
　　安徳天皇御陵参考地付近．
20, 21.御嶽神社東方稜線北面.
24.　　カブト嶽．
　　　　住吉神社付近．
　　　　御嶽神社裏馬鹿試し岩．
　この地域の森林で最も広い範囲を占めるアカガシ群落では，10×10mでも最小面積以上になる
ところがあるが，これら25のコドラートの大きさは15×15mを基準とし，一部で10×10mそのほ
かとした．調査はIBP-JC‘T (1967)でまとめた方法に準拠して，階層別に優占度および群度を判
定し，必要に応じて個体数，胸高直径などをしらべた．組成表は今回調査の範囲内での診断種群に
よって群落を区分して組み，各群落の組成とその相互関係を検討して，群集ならびに上級単位の群
落分類について検討を加えるとともに，区分された群落と環境との関係について考察した．
群　落　と　組　成
　優占種と組成表から区分された群落は以下述べるごとくであるが，各群落の関係についての数量
的な検討には，共通種稀数(Coefficient of community)と類似度の指数(Index of similarity)
を求めた．そのさい量的な基準としては優占度の範囲の中間値を使用した. 15xl5mで調査した16
コドラートについて得られた結果は第１表，10×10mの５コドラートについては第２表のとおり
である．
　１．カヤ群落（第３表）
　この群落は高木層にカヤが多く，ところによりしばしば優占し，胸高直径40 cm 以上に達するも
のかおる．ほかに常緑広葉樹としてはウラジロガシおよびカゴノヰ，落葉広葉樹ではイヌシデ，ア
サダ，ケヤキ，イロハカエデ，およびヨコグラノ牛をまじえ，一般にカバノ牛科とカエデ科のもの
が多い．針葉樹ではモミが生ずることがあるが，ツガはほとんど見られない．低木ではイヌガヤ，
メギ，シラ牛，コバノハナイカダ，ミヤマウグイスカズラ，草本ではイトスゲ，シモバシラなどが
多い．
　カヤは横倉山の森林ではひろく見られるが，石灰岩地にことに多く，そのほかこの群落はヨコダ
ラノヰ，メギ，．ミヤマウグイスカズラ，イトスゲ，ヤマムグラなどで識別される（以下18ページ）．
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Tables l and 2.　Coefficient of community （Ｃ）ａｎｄindex of similarity（S）
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No. 1-T2　Ｇｏｎｏｃｏｒｍｕｓ ｍｉｎｕt･ｕｓ十｡　2,　Lepiｓｏｒｕｓ ｏ７･ｏｅｉ十，－ＨＱｕｅｒｃｕｓ ｓｅｒｒｃぽａ十>　Chloｒａｎtｈｕｓ
　ｊａｐｏｎｉｃｕｓ十■, Ａｓai･ｕｍ ｎａｎｋａｉｅｎｓｅ十
No. 2-T2　Ｃａｒｐｉｎｕｓ　laｘｉｆｌｏｒａ十, 　Ｐｏｕｒtｈｉａｅａ ｖilloｓａ ｖ. ｌａｅｖiｓ十, 　Ｆｒａエin･14。ｓ ｓｉｅｂｏｌｄｉａｎａ十，
　－S1 Ａｎｄｅｒａ ｓｃｒｉｃｅａ十・Ｒｈｕｓ tｒｉｃｈｏｃａｒｐａ十ヽＢ?bobhｙllｕｍ　ｄりｍｏｇｌｏｓｓｕｍ十，－ＨＰｉｃｒａｓ･肌ａ
　ｑｕａｓｓｉｏｉｄｅｓ十，Ｈｅエｃｒｅｎａは十Ｉ　Ｋｌａｅａｇｎｕｓ )iｕｍりiｒia7ia十，Ｓりｒａｘ ｊａｐｏｎｉｃｉ･ｓ十, Panax
　japonicｕｓ十ｔ 　ＧｙｎｏｓtｅｉＹｉｎｕi　ｔ>ｅ社砂肪臨もｍ十, Ainsl･ｉａｅａ　ａｐｉｃｕlaは十> Ａｒiｓａｅｍａ tｏｓａｅｎｓｅ十，
　Ｃａｌａｎthe diｓｃｏｌｏｒ十
No. 3-T2　Ｃａｒｐｉｎ｡11,ｓ 　!.liiｒｃｚａｎｎｉｎでIX十，一ＳＣａｒｐｉｎｕｓ ｉａｐｏｎｉｃａ十Ｉ Ｚａｎthoエｙｈ｡ｍ piμΓitｕｍ十，
　Ｖｔ bｕｒｎ Ｋｉｎがｋａはin　Ｖ.tｏｍｅれtｏｓｕｍ十, -H Ｃｈａｍａｅｃｙｐａバｓ obt･liｓａ十,　Ｓａｍｈｕｃ･ｕｓ ｓiebolぶ。la十，
　A7,ゆｅｌｏｐｓiｓ brevi･Iかｅｄｕｎｃｕlaｔａ十｡　Ａｒiｓtｏｌｏｃｈｉａ ｏｎｏｅｉ十，Ｃｌｅｍａｔiｓ laｓia，tｄｒａ･十， Ｒｕbｕｓ bｕｅｒｇｅｒi
　＋7　Thalictｒｕｎｉ ａｃtaefoliｕｎｉ十，２，Ｓｅｄｕｍ ７ｎａｋｉｎｏｉ十，・　Ｖｉｏｌａ ｏでａtｏ-ｏｂｌｏｎｅａ十，Ｓａｌｖｉａ
　ｊａｐｏｒｎｔｃａ十, Astei･agerat。ides ｓｓｐ.　ａｍｐｌｅｘがoliｕｓ十，乙　Ciｒｓｉｍｎ ｊｉｙｏｍｎｕｍ十， 　Opliｓｍｅｎｕｓ
　ｕｎｄ?ａttｆｏＨｕｓ Ｖ. ｉａｐｏｒtici｡ｓ＋3 ・ l-,ｙｃｏｒiｓ ｓａｎｇ･liｖｎｅ.ａ　十，£)tｏｓｃｏ･ｒｅａ ｇ?‘acillima　十，Ｃα｡ぬｎ£he
　ｒｅｆｌｅ工ａ十｡2
* B, basaltic rock or basic tuff; Ｌ， limestone ； Ｐ;　pelitic schist; Q， Quartz-porphyry or Granite･
　porphyry; Ｔ， tuff.
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Table 4. Deciduous broad-leaved forest community
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ
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Aｃtilnidia aｒgiitａ
ＤりｏｐＬｅｉ･iｓ ｌａｃｅｒａ
Ｐｏりｓtｉｄｎｍｉ 　tａｇｉｖｗａｉｎｉｍ
Ｓｋｉｍｍｉａ ja･かｏｎｉｃａ　ｖ.　i･。Zc,･。。7ぷ,z f. ，･ｅｂｅｉｉｓ
Ｋｃｉｓｋｅｉ｡ｊａｐｏｎ'ｕａ
Ａthｙパ･。[,ｍ　pｙciｗｓｏｎｍ･｡
Ｃａｃａｌｉａ心肺1山liげｏ臨，
AI･tｓａｅ･ｍａ ｉａｐｏ･?ＵＣ£UI1.
Ａ石ｓａｅｍｎ tｏｓａｃ･ｕｓｅ
??????????????????????????
?
?????
1.2???????????
No. 4　－ＳＣ・やｉｎｎｓ　1.ａエボｏｒａ十，－ＨＫｌａｅａｇｎｕｓ ｎｕｍａ]石･iα,!α十，AIこebici tｒifoliaia十，
　ＰｏりｓticJｕｎｎけiptｅｒｏｎ十i Athｙｒiｕｍ　ｖidalii十. 　Ａｓａｒｕｍ　ｎａｎｋａｉｅｎｓｅ十
No. 5-S　Ｃりptｏ･･leｒｉａ Ｊａｐｏｎｉｃａ十.2，一HAfecbia ｑほ緬ａは十, Ａｃｅｒ Ｔtifiｖｅｒｖｅ十ｓ Ｐｏりｓtichｕｍ
　ｒｃtｒｏｓｏｐａｌｅａｃｅｕ･１)1.Ｖ.　０-ｕａtｏｂａｌｅａｃｅｕｍ －ト.2･ Ｐｏｌ:ｙｓtｉｃｈｕｍ'ｐｏｌｙｂｌｅｐｈａｒｕｍ十) Ａthｙｒiｕｖｉ ｉｉｉｐｏｎｉｃｕｎ･t
　十， Ａtiりｒiｕ≪ｉ ･ｕil･ｉｄｉｆｉ･ｏｉｌｓ　キ， Chloｒaiithaｓ ｓｅｒｒａtｕｓ　十, Ｅｌａtｏｓtｅｍａ ｕｍｂｅｌｌａt･U1II十.2，
　Ｐｏりｇｏｎｉｉ･?社夕･if ｏｒ ｍｅ十.21 Pofｙｇｏｉｉｕijv　ｃｕｓ＊i.ｄａtｔｉｍ＋4　Achiｔ･。ｉtheｓ ｉａｐｏｎｉｃａ十, 　Ｃａｒｄ･tａｎ山･ａ
　ｄ£ｃ･ｒｎｉｆｏｌｉａ十．２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
No. 6-S　Ｐ!りlllanthｕｓ ｆｉｅエにｏｓ･ｕｓ十，－ＨＰｉｃｒａｓ‘ｍａ　ｃμｌａｓｓｉｏｉｄｅｓ十, 　Ｓａｍｂｕｃxiｓ ｓieboldi。la十，
　Ｐａｒti。lociｓｓｕｓ　tｒicｕｓｐｉｄａｌａ十. 2i hepiｓｏｒiiｓ ｏｎｏｅｉ十，Ｃ:ｙｒ£ｏｍｉｕｍ ｆｏｒlｕｎｅｉ。，cliｖｉｃｏｌａ十.2，
　Ｃtｅｎｉtiｓ ｍａユ:i･ｍｏｖtｉｉｃｚｉａｎａ十） ＡtｌｎＴtｔim　ｓｏ皿ｖiigei･l,.川，十・Chloｒanihｕｓ ｉａｐｏｎｉｃｉ・ｓ十, Slellaｒia
　diｖｅｒｓｉｆｌｏｒａ十
＊　Cf. Table 3.
このカヤ群落のうち, No. 2とNo. 3の相互関係は共通種係数（Ｃ）および類似度の指数（S）とも
に高く，また調査而積を異にするＮ０.1－2およびNo. 1-3もそれぞれC=41.4, S = 42.4と
C=37.5, S = 24.0で，これらはひとつの群集としてまとめられる性質のものとみなされる．
　この型のカヤの多い林については，すでに検討が加えられている（山中・黒岩1965,山中1966,
羽方・山中1966).この林は土地的な影響をつよくうけた群落にはちがいないが，組成的にはカシ
型森林とのむすびつきが強く，ことにウラジロガシ林との共通性か大きい．横倉山の場合もアカガ
シ群落との間に高い共通種係数を示している例が見られる．さりとて，これは，･そのままウラジロ
ガシまたはアカガシを主とした既報の群集に含まれると考えるには無理かおり，山中(1966)はウ
ラジロガシーカヤ群集の名を与えた．なお検討の余地はあるが，横倉山のカヤ群落についても，い
ちおうこの群柴に所属するものと考えておく．
　２，落葉広葉樹群落（第４表）
　優占種は場所によって異なるが，カバノキ科およびカエデ科の樹極が主になるのが普通で，イロ
ハカエデが一般に゛多く，そのほかイヌシデ，イタヤカエデ，アオハダなどが多いところもあり，林
内にはガクウツギ，カマツカ，シラキ，ウリノキなどの低木が少なくない．常緑樹ではしばしばア
オガシとアオ牛が生ずるほかは数量ともに多くない．林床に生ずるシダ類はかなり種類が多い．
　これらの落葉広葉樹群落はフサザクラ，カマツカ，およびガクウッギを共通の識別種としてまと
められる．石灰岩の転石の多い谷間のイロハカエデ群落(No. 6)は林床がまばらであるが，土壌
の深い斜而(No. 4, 5")では高木にエゴノ牛をま七え，草本層にクサヤツデが侵占する．こうした
林床をもつ林はスズタケの存在によって小区分することができ，これを欠くところではウワミズザ
クラ，センノキ，ミズ牛などが生ずる．　　　　　．
　これらのうち, No. 4とNo. 5の共通性は認められるか，それらとNo. 6の間には共通程は
多.いが量的な差違がめだち，しかもこのNo. 6のイロハカエデ群落は一部のアオガシ群落との共
通性が大きく，おなじような立地粂件のもとでの落葉広葉樹群落からアオガシ群落への移行のもよ
うをあらわしているものと考えられる．
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　このように，ここでとりあげた落葉広葉樹群落は，組成的に必らずしも均質とはいえず，また質
的には常緑広葉樹林とのつながりが見られるが，少なくともヤブッバキ・クラス本来のすかたはう
すれている．このような群落は，カシ型森林の領域内での土地的ないしは場合によ,り二次,的な群落
であるが，群集として単位づけするにはまだ資料が不足している．　　　　　　　　　’
　ろ．アオガシ群落（第５表）
　高木樹種としてはアオガシが多く／胸高直径30 cm以上に達するものか少なくない．しばしばカ
ゴノキをまじえ，また胸高直径70 cm以上になる大径のイロハカエデが混生することもある．林内
にはアオキが非常に多く，そのほかの常緑樹は量的に少ない．林床にはヤブソテツ類，オオバノイ
ノモトソウなどのシダ類が見られるところが多い.
　.こうしたアオガシ群落(No. 8-10)は，明らかにひとつのまとまりをもち，またNo. 7もこれ
に含まれることが検討の結果はっきりしている．また，Ｎ０.11（第９表）は，まったくアオガシ群
落とアカガシ群落の中間的なものであり，そのいずれに近いともいえない．
　この群落は，その立地条件でシイ型森林でのタブ林とおなじように，祖観的にもタブ型の森林で
ある．ヤブッバキ；クラスのものであることはとうぜんながら，カシ型森林の組成要素が非常に少
なくなり，代ってアオガシとアオキの量的な増加がいちじるしい．それ以外の組成的な特徴には乏
しいため，群集としての性格はやや不明瞭ではあるが，かような群落は石灰岩地帯にしばしば見ら
れるほか，西日本の内陸および低山地の湿った環境下では明瞭な群落として認められる場合がある
（鈴木・真柴‘1959,羽方・山中1966).したがって，ここではアオガシ群集（Ｍａｃｋｉｌｅｔｉｍｉ ｊａｐｏｎｉｃａｅ）
として区別すべきものとみなしておく．
　４．アカガシ群落（第６表）
　この群落の占める範囲は，横倉山の極盛相林では最も広く，ときにモミまたはツガの多いところ
があるが，アカガシがもっぱら優占し，大きなものは胸高直径100～150 cm またはそれ以上に達す
る．組成は比較的単純であるが，林内にはクス科およびツバキ科のものを主として常緑樹が多く，
シキミ，イヌガシ，ユズリハ，サカキ，ヒサカキ，カクレミノ，ハイノヰなどで識別されるほか，
ウラジロガシ，ヤブエッケイ，ヤブッバキ，ヒイラギ，ネズミモチ，テイカカズラ，ヤブコウジな･
どのカシ型森林およびヤブッバ牛・クラスの組成要素が多い．林床はツルシキミのほか量的にめだ
つものは少ない．
　これらの林は表で明らかなように, No.-13からNo. 21までを含め，モミおよびツガの存否に
かかわらず共通性が高く，はっきりしたまとまりをもっているのみならず，のちに述べるスギ林の
一部も組成的には明らかにこれに含まれる．
　このようなアカガシ群落は，ウ‘ラジロガシおよびツクバネガシ群落とともに，ウラジロガシーサ
カ牛群集に含められたか（山中1961),のちに菅沼(1965)はこの群集を亜群団にひきあげるとと
もに３群集に分け，そのさいもやはりアカガシ群落を区別しなかった．組成的に見て，横倉山のア
カガシ群落が，九州から報告されたアカガシーミヤマシキミ群集とはそのまま同一とみなされな
いが，菅沼の見解にしたがった場合，ウラジロガシーイス群集とウラジロガシーヒイラギ群集のい
ずれをとるかについては検討の必要かおる．
　菅沼によると，ウラジロガシーイス群集は，イス，アオガシ／モチノ牛，ハイノキ，およびネズ
ミモチを，ウラジロガシーヒイラギ群集はヒイラギおよびヤマザクラを標徴種とするとしている
が，枇倉山のアカガシ群落はイスおよびヤマザクラを欠くほかは，次のように両群集の標微種をと
もにもっている（以下22ページ）．
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＊　Cf. Table 3.
　　ウラジロガシーイス群集
典型変群集　　　ツガ変群集
イ　　　ス
ハ･イノキ
ネズミモチ
モチノキ
アオガシ
ヒイラギ
ヤマザクラ
Ⅲ2-3
IV+-3
Ⅳ←2
Ⅲ．-1
IV←2
１ １－３
V+-2
ｎ４．
Ⅱ。
???? ?????
ウラジロガシーヒイラギ群集
典型変群柴　　　ツガ変群集
Ｉ。－１
Ⅲ十一1
?ト3
ｈ。
Ｉ←２
1V+-2
II4-2
横　倉　山
アカガシ群落
?↑?????↑?↑?????
　地理的にはウラジロガシーイス群集が四国および九州を含む西日本を，ウラジロガシーヒイラギ
群集か関東から四国にかけての低山地を領域とするが，これによると横倉山の場合は両群集の接触
地点のものとみなすか，または標徴種について再検討の要があるか，いずれかを考えねばならな
い．
　四国ではイスはシイ型からカシ型の森林にひろく見られ，ことに西部ではカシーイスの混生林が
しばしばモミまたはツガをまじえてよく.発達しているところがある.･しかし，場所によってはイス
を欠くところも多く，とくに600 m 以上でスダジイの消失する山地ではきわめて稀になり，横倉山
はこの例にあてはまる．そのほかのアオガシ，ハイノギ，およびネズミモチは地理的に本州中部以
西の要素であり，アオガシはカシ型森林に，ハイノキは，そのほかさらに上部のモミまたはツガ林
にむすびつき，ネズミモチはシイ型およびカシ型の森林にひろく生ずる．これにたいして，ヒイラ
ギは地理的な分布が広く，西日本では垂直的にカシ型森林からさらに上部のモミを主とする中間温
帯林にまでおよんでいる．したがって,･イスを欠いた山地のカシ林で，こうした両群集の要素をと
もにもつ森林の存在はむしろとうぜんとも考えられることであり，しいてそのいずれかにあてるこ
とはできても，群集の本質的なものについての疑問は残ると思われる．
　アカガシ群落とウラジロガシまたはツクバネガシ群落が立地を異にする例は知られているが，こ
れらはまったくきりはなされたものともいえない．したがって，今の場合，横倉山のアカガシ群落
は，最初もちいられた広義のウラジロガシーサカキ群集に含まれるアカガシ優占の森林とみなして
おくのが妥当であろう．
　なお，枇倉山のモミをともなうアカガシ群落は，モミーシキミ群集に近いことは否めないが（山
中1961),この群集を中間温帯の森林とみなすかぎり･,｀　その組成とのちに述べる立地条件からみ
て，そのとりあつかいを以上のように考えなおすのがよいと思われる．
　５．ツガーヒノキ群落（第７表）
　露岩地に見られるツガまたばヒノ牛の優占する林である．アカガシ群落と共通の要素もあるが，
ネジキ，シロ（ペニ）ドウダン，トサノミッバツツジ，ヤマツツジ，スノ牛などのツツジ科植物の
ほか，ミヤマガンピ，ケイビラン，アサマリンドウ，ミヤマママコナなどの存在で明らかに区別さ
れる．調査の範囲でさらに小区分すれば，カイナンサラサドウダン，アケボノツツジ，ケアクシ
バ，ガンピ，ヤマシグレ，ケタガネソウなどをもつツガ優占の林(No. 22)とヒメコマツ，クロソ
ヨゴ，ホソバコケシノブ，牛ヨスミコケシノブなどをともなうヒノキ優占の林(No. 23)が認めら
れる（以下26ページ）．
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No. 14-H　Ｈｙｄｒａｎｇｅａ ｓｃａｎｄｅｎｓ　十）　Ｒｔibiiｓ ｃｒａはｅｇｉｆｏｌｉｕｓ　十，　Ｌｙｃｏｐｏｄｉｉしｍ ｓｅｒｒａはm V.
　intｅｒｍｅｄｉｕｍ十，2， Ｌ ｅｔt ｏｇｒａｍｍａ ｍｏｌｌｉｓｓｈｎａ 十. ％ 　Ａthｙｒiｕin ｓｑｕａｍｉｓｅｒｗｍ十, 　Ｄｅｓｍｏｄｉｕｍ
　oxyplhｙlliini十，Ｃａｌａｎthe ｒ￥ｅエａ十
No. 15-Tl　Ｄｅｎｄｒohiｕｍ ｍｏｎｉｌザｏｒｍｅ十，一ＨＣﾉｌａｍａｅｃｙｐａｒiｓ obtｕｓａ十
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No. 16-T2 Ribcｓ ａｍｂｉｇ･｡,t。1十｡2，一ＨＬｈｉｄｅｒａ ｃりihｒｏｃａｒpa十，Ａｃｅｒ ｒｕｆｉｎｅｒｖｅ十，Ｄ･ｕｍａｓ ia
　tｒｕｎｃａtａ＋３ Ｇｏｏｄｙｅｒａ ｍａ,エｉｍｏｖｊｉｃｚｉａｎａ十
No. 17-S　Eｕｏｎｙｍｕｓ ｏエｙphｙllｕｓ十
No. 18-S　Ｒｏｓａ ｏｎｏｅｌ十，Ｓはchｙitｒｕｓ ｐｒａｅｃｏ：λこ十， Ｌｏｎｉｃｃｒａ　tｅｎｕゆｅｓ十, Ｐｌａｓｉｏｇｙｒia ｊａｐｏｎｉｃａ
　十,　Ｓｕ･ｕthioptｅｒiｓ ｎｉｐｏｎｉｃａ十, 　Sciitella･ｒia ･ｎｉａｅｆｅａｘｕａｅ十I Ｋｅｉｓｆｅｅａｉａｐｏ!ｌｉｃａ十, Ｃａｒpeｓiｕｍ
　ｒｏsｉｄａtiり?･t＋1 　Ａｒiｓａｅｎｉａ　tｏｓａｅｎｓｅ十，Ｐほtａｎtlieｒａ ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ十゛｡':｡ご　べ
No. 20-T2　ＰＯ･,げ£ｈｉａｅａ
　ｖilloｓａ ｖ．
ｌａｅｖiｓ　十，　－Ｓ　ＪＬｖｏｄｉｏｐａｎａエ, 　iimoｖａｎｓ　十，　Ｋｌａｅａｇｎｕｓ
　ｎｕmaiiｒｉａｎａ十, 　Galiii,。レｐｏｓｏ･ｌａｎtｈｕｍ.十， Diｓｔｏｒtり１１ ｓｅｓｓile十
No. 21-H　Ｃｌｅthｒａ ｂａｒbhtei･1心十　　　　　　　　　　　　・
＊　Cf. Table 3.
　アカガシ群落のなかで，稜線近くの斜面に見られるツガの侵占する林(No. 21)は，相観的にも
組成的にもツガーヒノ牛群落に近づくが，この両者が別の群集になることもたしかである（第１，
２表）．しかし，ツガ' (No. 22)およびヒノ牛(No. 23) M占の林の相互関係は，組成要素の量的
な差はあるが，これらはひとつの群集にまとめられ，ツガーアセビ群集に属する．この群集は多く
のツツジ科植物をともなう土地的極盛相であり，もし15ノキーツクシシャクナゲ群集を広義に解釈
すれば，この型の群落はアセビ亜群集となるが，いずれにしてもこれらはヒノキ群団に入る．ツガ
型の森林の多くはツガ群団にまとめられることが多い力Ｌ（鈴木1966),これは中間温帯のモミおよ
びツガの群落を含むものとすれば，西日本のツガ，ヒノキ，コウヤマキ，トガサワラなどの地形お
よび土壌につよく支配された極盛相林は，これらの針葉樹とツツジ科植物の組合せを組成的に重視
して，ヒノキ群団に所属させるべきである．この群団は，東一日本のおなじ性格をもった土地的極盛
相とともに，ヒメコマツ・オーダーにまとめられるという山中の見解は鈴木(1966)によって認め
られている．
　６．イワシデ群落(第８表)
　この群落も露岩地に見られ，イワシデの優占する低木林である．オオコマユミが混生し，ツガー
ヒノキ群落と共通のキハギ，マルバアオダモ，ススキ，およびイワカンスゲが生じ，石灰岩地では
イブキシモツケ類とイワツクバネウツギが多いが，堆積岩地では代ってトサノミッバツツジ，ヤマ
ツツジ，イワヒバ，ケイビランなどが見られる．
　この群落はイワシデの優占により，相観的および組成の量的な類似はあるが，共通種は少ない．
このことは，これらが同一群集とは必らずしもみなされないことを意味している．石灰岩地のもの
がイワシデーイワツクバネウツギ群集であることに問題はないが，堆積岩上のものはこの群集の拐1.
徴種を欠いている．イワシデ群落としてはほかに，イワヒバ，ツシママンネングサなどにより区別
されるイワシデーツシママンネングサ群集が;四国および九州の集塊岩地帯から記録されているが
　(山中1965),この三滝火成岩に接した堆積岩上のものはむしろこれに近く，おそらく同一群集と
みなすべきものと思われる．
　７．スギ林（第９表）
　横倉山には多数のスギかおるが，その多くは古い植栽木とみなされる．杉原神社付近の大径木を
主としたスギ林はその代表的なものであり，胸高直径190～220 cm, 樹高30mをこすものがある．
このスギ林は，組成的にアオガシ群落またはアカガシ群落に近いものであることは明らかで，前者
　(No. 12)はアオガシおよびアオキが多いため，アオガシ群落との量的な類似がめだつが，共通程
はそれほど多くない．これにたいして後者CNo. 13)はアカガシ，シキミ，イヌガシ，サカ牛，ヒ
サカキ，ハイノ牛などで区別され，スギが優占するほかは，既述のように組成的にはまったくアカ
ガシ群落と異ならない（以下30ページ）．
高知県横倉山の森林植生　　　　　（山中）
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No. 22-T2　Ａｃｅｒ ｓｉｅｂｎｌｄｉａｎｕｍ十，　Ｂｕlbopりl?ｍ ｄｒｙｍｏｇｌｏｓ ｓｕｖi十，－Ｓ Ｃｉｎｎａｍｏｍｍ?I ｊａｐｏｎｉｃｕｍ
　十） 　Ｓｏｒbｕｓ ｊａｐｏｎｉｃａ十，Ｒｏｓａ ｏｎｏｅｉ十，一Ｈ Ｑｕｅｒｃ･ｕｓ ｓｅｒｒａtａ十,　Ａｖゆｄ(ゆｓiｓ bｒｅｖｉｐｅｃ
　十，　ＨｙｍｅｎｏｐＩり山，ｍ ｂａｒbatｕｍ.十.2, Dりｏｐtｅｒiｓ ｃｈｉｎｅｎｓｔｓ十,　Ｐｅｒtｙａ ｓｃａｎｄｅｎｓ十.1,　Ｐｌａはｎtheｒａ
　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ十, Ｃｙｎrbidiｕｍ Ｓｏｅｒingii十
No. 23-H　ＡＣｃ･ｒ ■ｍｏｎｏ十，Ｃｌｅtｈｒａ ｂａｒbiiier・iｓ十，Ｐａｅｄｅ石ａ ｓｃのrｄｅｎｓ ｖ. maiΓEf十, Ｓｍｉ陥.エ
　ｃｈｉｎａ十， 　Ｓｅｌａｇｉｎｅｌｌａはｍａｒiｓｃｉｎａ十, Ｓｏｌｉｄａｇｏ　･ｕiｒｇｄｕｒｅａ　ｓｓp. 　ａｓiatｉｃａ十
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環　　　　　境
　１．気　候
　横倉山の森林植生は，これまで述べてきた調査の範囲内では，明らかにアカガシ群落が，その主
体となる気候的極盛相であり，これは暖温帯上部の森林である．高知市の月別平均気温から減率
0.51 C関口1949)をもって求めると，海抜600mでは年平均気温12.3°Ｃ，最寒月（１月) 2.2°Ｃ，
月平均10°Ｃ以上か７か月，暖かさの指数93.5°，寒さの指数-5.7°となる．これらの値は吉岡
　(1954, 1963)によって指摘されたスダジイの北限地の年平均気温12～13°Ｃ，1月の平均2°Ｃ，暖
かさの指数85°～100°，寒さの指数－5°とほぽ一致し，またアラカシの北限地とも年間および１月
の平均気温がほとんどおなじである．横倉山でのスダジイの上限は，今回しらべたかぎりは，稜線
ぞいの570mに見られる単木と，北面620mにあらわれた幼木であり，したがってこれから判断すれ
ば，スダジイの生育の限界は，垂直的にも吉岡の結果とまったく一致する．
　また，海抜800mでは，年平均気温11.3°Ｃ，1月･の平均1.2°Ｃ，暖かさの指数84.5°，寒さの指数
-8.7°となり，これは理論的にブナの下限となる高さである．事実は横倉山での調査地の最上部に
はブナが出現していないし，これらの値からは枇倉山ではまさしくシイとブナをともに欠いた範囲
に，極盛相林の大部分が残っているとみなすことができる．これは正しく，シイ型森林を主体,とし
てアラカシ，イチイガシなどの林も見られる暖温帯の下部でもなく．またアカガシとブナの混生す
る中間温帯でもない，純粋のカシ帯と称すべきものである．したがって，こうした事実が横倉山の
アカガシ群落を四国におけるカシ型森林の代表的なものとみなすゆえんである．
　２．土　地
　土地的な環境要因のうちi　地形は直接または光および湿度と関連して，植生と（以下33ページ）
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Fig. 1. Diagram showing the forest ，･egetation in relation to geologic and topographic factors.
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密接なつながりがあり，横倉山ではその関係がよく認められる（第１図）．沢ぞいまたは谷状の湿
ったところでは，アオガシ群落または落葉広葉樹群落が出現するが，緩斜面や平尾根はほとんどア
カガシ群落に占められる．斜面の中部では，既述のようなアオガシ群落とアカガシ群落の中間的な
組成の林があり，この間の移行関係がうかがえる．やや急斜面や稜線ぞいのアカガシ群落はしばし
ばツガをまじえるが，最も急峻なところではツガーヒノキ群落に代り，南面ではイワシデ群落さえ
見られる．
　このような地形的な環境は土壌とも関係があり，カヤ群落，アオガシ群落，およびイロハカエデ
群落の立地では，露岩や転石が多く，あるいは牒の多い土壌である．アカガシ群落では一般に最も
土壌か分化しＢ層が厚く，しばしば厚い落葉層におおわれている．ツガーヒノ牛群落およびイワシ
デ群落では，全般に土壌化か最も進んでいないが，前者ではＡ層に粗腐植がかなり認められるとこ
ろがある．
　したがって，カヤ群落，アオガシ群落，およびイロハカエデなどの落葉広葉樹群落には，共通の
湿潤指標の落葉樹や草本が多い．ケヤキ，イロハカエデ，コバンノキ，ウリノキ，コバノハナイカ
ダ，シラガシダ，キョタキシダ，ジュウモンジシダ，ヒメウワバミソウ，マムシグサなどがその例
である．これにたいして，ツガーヒノキ群落とイワシデ群落は，それぞれ乾燥指標の植物が主七あ
り，また常緑広葉の生態群に属するものは，アカガシ群落で最も優位を占めている．
　母岩との関係で注意すべきことは，酸性火成岩ないし珪質の堆積岩地と石灰岩地での植生の対照
である．アカガシ群落とツガーヒノキ群落は石灰岩地をさけるか，またはほかの群落に代る傾向が
あり，前者の場合石灰岩地であっても，土壌が深く基岩の直接的な影響はうけていないし，後者の
場合は嫌石灰の傾向をもつ植物の存在に特徴づけられている．しかし，カヤ群落は明らかに石灰岩
地にかたよっている．アオガシ群落と，そのほか落葉広葉樹群落では直接母岩との密接な関係が認
められないが，組成的には多少の相違も見られることがある．
　イワシデは好石灰植物としてよく知られているが，横倉山では珪質の堆積岩地にも群落をつくる
ことが注目される．この事実は，イワシデが好石灰の傾向をもちつつも，そればかりでなく露岩地
における遺存群落をなすものであることを意味している．しかし，このイワシデ群落は，母岩によ
ってその組成に差の･あることは，すでに述べたとおりである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保　　　　　　護
　横倉山の北面に残る極盛相林は，かなりよく保存されてきている．御陵伝説地や枇吐の周辺に見
られるスギが植栽木であることはとうぜん考えられる．また落葉広葉樹群落にはその組成からみて
人為の影響がうかがえ，むしろ極盛相はアオガシ群落とみなされる．しかし，そのほかにはいちじ
るしい人手の加わったところは少なく，組成的にも人為要素は多くない．ただ戦後は，杉原神社付
近からの参道ぞいと，住吉神社にいたる南むきの自然林の一部が伐られて植林されており，御陵伝
説地の北側でも残存林の面積が狭められている．参道石段から下はもともと植林地であるが，　ここ
ではすでに林下にアオガシ，アオキなどが生長して，自然林のおもかげの見られるところがある．
また．谷すじや道ぞいで伐採または植林されたあとには，ところによりヤマアイ，（以下36ページ）
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クサヤツデなどが繁茂しているが，そのような範囲はさして広くない．稜線ぞいの登山道は最近よ
く整備されてきているが，周辺の自然植生への影響はあまりない．したがって，さしあたっての
保存対策としては，極盛相林の残存する地域での伐採をおこなわないことはもちろんであるが，新
たな登山道ことに車道をつけることは止め，自然林に不つりあいな樹種を植えたりすることはさけ
るべきである．また杉原神社近くの避難小屋の整備以外には新たな施設による自然植生の破壊をつ
つしむようにしたい．
　こうした保護を必要とする理由は，今まで述べてきたように，この山には四国の太平洋側におけ
るカシ型森林の代表的なものが残っているが，そのような例は二三の国有林を除くとほとんど例が
ないこと，環境によって異った型の森林植生が狭い地域ながらまとまって存在していることのほ
か，豊富な植物相を有することによって知られた山であること，などがあげられる．こうした森林
の保護は，ただ研究上の立場からのみでなく，教育と風致の面からも意義が大きい．
　植生を中心とした高知県の自然は従来よく保存されているといわれてきたが，最近の不用意な開
発によって急速に荒れつつあることは，全国的な傾向とはいえまことに惜しまれる.･自然公園ある
いは休養林の整備ということが，かえって自然植生を破壊し荒廃につながる例は，ここにあげるま
でもない．横倉山の場合はその轍を踏まないように注意したい．
　古くから植物の宝庫と称せられ，また地理的にも便利なため，この山で自然教室や採集会がひら
かれることが多いが，それについても慎重な考慮を望みたい．今まではこうした而でも適切な処置
がとられてきたとはいいがたく，これは歴史的な原因とともに当事者の配慮の不足もあげられる．
今後は，少なくとも植生とその保護について理解のある指導者をえらぶごとがたいせつである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　め
　高知県横倉山の上部，海抜ほぽ500 m あまりから800 m の範囲の主として北面には，極盛相林が
残っている．この残存林ではアカガシを優占種とする気候的極盛相が最も広い而積を占めるが，地
形と母岩の影響により森林柾{生は局地的にかなり異なっている．
高知県横倉山の森林植生　　　　（山中） ろ7
　アカガシ群落が緩斜面や平尾根を主領域とするのにたいして，谷すじや斜面の下部ではアオガシ
群落か見られ，ところによりイロハカエデを主とした落葉広葉樹林があり，また急斜の稜線や露岩
地には多くのツツジ科植物をともなうツガーヒノ牛群落がある．アカガシおよびツガーヒノ牛群落
は石灰岩の影響をうけるところには発達しないが，アオガシ，イロハカエデなどの群落はカヤ群落
とともに石灰岩地にも見られる．イワシデ群落は乾いた石灰岩の露出地にあるか，ときに石灰質で
ない堆積岩地にも存在する．
　こうした森林の残存する地域は，気候的には純粋のカシ帯とみなすべきであり，アカ分シ群落は
広義のウラジロガシ＝一一ｻｶ牛群集に属する．アオガシ群落はこの地帯におけるタブ型の林で，アオ
ガシ群集とすべきものである．カヤ群落は石灰岩地の土地的極盛相であるウラジロガシーカヤ群集
と考えられる．これらはすべてヤブッバ牛・クラスの森林である．ツガーヒノキ群落はヒノキ群団
に属するツガーアセビ群集とみなされる．イワシデ群落は石灰岩地ではイワシデーイワツクバネウ
ッギ群集であるが，ほかの堆積岩地のものはイワシデーツシママンネングサ群集に近い組成のもの
である．
　古いスギ林とか，落葉広葉樹群落に人為の影響は見られるが，横倉山の極盛相林は今までよく保
存されてきている,．今後とも現状のまま保護することを望みたい．
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　　図版の説明
(Explanation of Plates)
1.南から見た横倉山の全景.　Mt. Yokogura viewed from the southern foot.
2.馬鹿試し岩下方のカヤ群落. The Ｔｏｒｒｅｙａｎｕｃザｅｒａcommunity (No. 3).
3.アセビが森付近の落葉広葉樹群落.　The deciduous broad-leaved forest community (No. 5).
4.屏風岩下方の石灰岩牒地のアオガシ群落. Thｅ Ｍａｃｈｔlｕｓｊａｐｏｎｉｃａcommunity (No. 7).
5.安徳天皇御陵参考地近くのアカガシ群落.　The Querci･IS acuta community (No. 17).
6.カブト嶽近くのツガ優占のツガーヒノ牛群落．　TV＼ｅ　Ｔｓｕｇａ ｓieboはii-Ch・ｎａｅｃｙｐａｒiｓobtｕｓａ
　　community dominated by Ｔｓicg'ａ　ｓieboはit(No. 22).
7.　カブト嶽南面のイワシデ群落．　The Ｃａｒｐｉｎｕｓはｒｃｚａｎｉｒioｖii　ｔommunity(No. 24).
8.杉原神社付近のスギ林．　Thｅ　ＣｒｖlJtｏＴＨｅｒ･ｉａｉａｐｏｎ‘ｉｃａforest CNo. 12).
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